
（8）令和8年7月25日　　福生市議会だより　　No.247

編

集

後

記

６
月
７
日「
ふ
っ
さ
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
。

環
境
に
配
慮
し
て
活
動
し
て

い
る
団
体
の
ブ
ー
ス
が
出
展

さ
れ
、
地
球
温
暖
化
や
環
境

に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
の
一
般
会

計
補
正
予
算
で
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
職
員

が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
室

内
温
度
が
確
認
で
き
る「
熱

中
症
予
防
カ
ー
ド
」の
配
布

や
、
産
婦
健
康
診
査
お
よ
び

１
か
月
児
健
康
診
査
に
お
い

て
、
都
内
共
通
の
受
診
票
を

用
い
て
公
費
で
健
康
診
査
が

受
診
で
き
る
予
算
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
う
え
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
議
会
運
営
委
員
会

で
は「
開
か
れ
た
議
会
」を
め

ざ
し
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
て
、
議
会
報
告
会

や
課
題
懇
談
会
、
委
員
間
討

議
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
政
策
を
考
え
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
議
会
の
透
明
性
を
高
め
、

議
会
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、

更
に
住
民
参
加
に
よ
る
政
策

形
成
を
進
め
、
開
か
れ
た
議

会
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
議
会

を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

今
年
も
熱
い
夏
が
続
き
ま

す
が
、
お
身
体
に
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

備
品
の
移
転
を
開
始
す
る
。
配

備
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー

ク
は
３
機
。
人
員
配
置
約
１
５

０
名
規
模
。」な
ど
と
の
こ
と
。

ま
た
、
地
元
へ
の
影
響
と
し

て
は「
当
該
機
体
に
つ
い
て
は
、

騒
音
の
影
響
は
小
さ
い
機
体
で

あ
る
こ
と
、
偵
察
用
に
開
発
さ

れ
た
機
体
で
あ
り
、
非
武
装
の

ア
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

横
田
飛
行
場
周
辺
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
変
化
す
る
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今

般
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー
ク
が
移

転
・
運
用
す
る
こ
と
は
横
田
飛

行
場
へ
の
常
駐
に
よ
る
基
地
配

備
ア
セ
ッ
ト
の
増
強
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。」な
ど
と
の
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
市
長
か
ら
、「
本

来
で
あ
れ
ば
、
福
生
市
民
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
、
基

地
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

福
生
市
長
と
し
て
は
受
け
入
れ

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
下
の
安
全
保
障
環
境

を
踏
ま
え
れ
ば
、
説
明
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
基

地
機
能
の
強
化
に
伴
う
福
生
市

民
に
対
す
る
負
担
の
増
加
は
最

小
限
に
と
ど
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
市
民
に
対
し
十
分
な
説

明
が
で
き
る
よ
う
適
時
適
切
な

情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
安
全
対
策
の
徹
底
を

お
願
い
す
る
。
そ
し
て
、
市
民

へ
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
さ

れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

基
地
周
辺
対
策
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。」旨
な
ど
を
北

関
東
防
衛
局
長
に
伝
え
、
国
や

米
軍
等
に
対
し
要
請
を
行
っ
た
。

５　
ア
メ
リ
カ
空
軍
第
４
偵
察

飛
行
隊
の
横
田
飛
行
場
へ
の
移

転
に
つ
い
て

移
転
に
関
し
委
員
会
で
も
要

請
す
る
こ
と
を
協
議
し
、
そ
の

後
、
市
議
会
と
し
て
要
請
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

６　
横
田
基
地
周
辺
対
策
等
要

望
事
項（
案
）に
つ
い
て

例
年
実
施
し
て
い
る
防
衛
省

本
省
及
び
北
関
東
防
衛
局
へ
の

要
請
行
動
は
、
７
月
６
日
に
正

副
議
長
及
び
委
員
全
員
で
実
施

す
る
。

　
要
望
事
項
は
、「
横
田
基
地
周

辺
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
」や

「
令
和
９
年
度
防
衛
補
助
事
業
の

要
望
に
つ
い
て
」な
ど
全
15
項
目
。

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

地
方
消
費
者
行
政
の
維
持
・
強
化
の
た
め
の
対

策
を
求
め
る
意
見
書

令
和
６
年
版
消
費
者
白
書
に
よ
る
と
、
令
和
５
年

の
消
費
生
活
相
談
件
数
は
90
万
件
台
と
な
り
、
消
費

者
被
害
・
ト
ラ
ブ
ル
額
の
推
計
は
過
去
最
高
の
８
・

８
兆
円
に
達
し
た
。
被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
あ

り
、
被
害
態
様
も
多
様
化
・
高
度
化
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
消
費
者
被
害
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
地
方
自
治
体
の
相
談
体
制
の
維
持
・
拡
充
が
重

要
で
あ
る
。

地
方
の
相
談
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、
国
に
よ
る

消
費
生
活
相
談
員
の
人
件
費
に
も
使
え
る
交
付
金
が
、

長
年
、
地
方
の
相
談
体
制
を
下
支
え
し
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
の
交
付
金
は
、
活
用
期
限
の
到
来
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に
多
く
の
自
治
体
で

終
了
し
、
令
和
９
年
度
に
は
す
べ
て
の
地
方
公
共
団

体
で
終
了
す
る
。
自
主
財
源
へ
の
移
行
が
難
し
い
小

規
模
自
治
体
に
お
い
て
、
交
付
金
が
終
了
す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
談
窓
口
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
交
付

金
で
実
施
し
て
き
た
啓
発
・
消
費
者
教
育
、
消
費
者

被
害
防
止
対
策
等
の
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、

縮
小
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
国
は
、
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
Ｐ
Ｉ
Ｏ−

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
と
い
う
。）

の
刷
新
及
び
消
費
生
活
相
談
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体

に
多
大
な
経
済
的
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｏ−

Ｎ
Ｅ
Ｔ
情
報
は
国
の
事
務
の
性

質
を
有
す
る
消
費
者
行
政
費
用
と
言
え
る
が
、
地
方

公
共
団
体
が
相
談
窓
口
を
維
持
し
、
多
大
な
コ
ス
ト

を
か
け
て
得
ら
れ
た
貴
重
な
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
と
国
の
コ
ス
ト
の
分
担
の
観
点
か
ら
も
、
国
の

費
用
負
担
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

地
方
消
費
者
行
政
の
拡
充
・
強
化
を
図
る
た
め
、
次

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
。

１　

�

地
方
消
費
者
行
政
推
進
事
業
に
対
す
る
地
方
消

費
者
行
政
強
化
交
付
金
の
交
付
期
限
を
相
当
期

間
延
長
す
べ
き
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
同
交

付
金
と
同
様
に
消
費
生
活
相
談
員
の
人
件
費
に

も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
交
付
金
等
の
財
政
支

援
を
早
急
に
措
置
す
る
こ
と
。

２　

�

Ｐ
Ｉ
Ｏ−

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
刷
新
及
び
消
費
生
活
相
談
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
に
生
じ
る

費
用
を
国
に
お
い
て
措
置
す
る
こ
と
。

３　

�

消
費
生
活
相
談
情
報
の
聴
取
及
び
Ｐ
Ｉ
Ｏ−

Ｎ
Ｅ

Ｔ
登
録
事
務
等
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の

利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
で
あ
っ
て
、
国
全
体

の
消
費
者
被
害
防
止
の
意
義
を
有
す
る
事
務
と

し
て
円
滑
な
運
営
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
、
地
方
財
政
法
第
10
条
を
改
正
し

て
国
の
恒
常
的
な
財
政
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

令
和
８
年
６
月
19
日

（
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
）、

消
費
者
庁
長
官
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

議
員
提
出
議
案
第
１
号

皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
安
定

的
皇
位
継
承
を
確
保
す
る
た

め
の
法
整
備
の
早
期
実
現
を

求
め
る
意
見
書

皇
室
は
、
我
が
国
固
有
の
歴
史

と
伝
統
の
象
徴
で
あ
り
、
国
民
統

合
の
象
徴
と
し
て
、
国
民
の
間
に

深
く
根
差
し
て
い
る
。
皇
位
が
連

綿
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
、
我
が
国
の
国
体
の
根
幹
で
あ

り
、
そ
の
安
定
的
な
継
承
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
国
家
の
安
寧
と
将

来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

現
在
、
皇
位
継
承
資
格
を
有
す

る
皇
族
方
は
少
数
で
あ
り
、
次
世

代
の
皇
位
継
承
者
は
秋
篠
宮
悠
仁

親
王
殿
下
の
み
と
い
う
現
状
に
鑑

み
れ
ば
、
安
定
的
皇
位
継
承
の
確

保
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い

喫
緊
の
国
家
的
事
案
で
あ
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、「
天
皇
の

退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特

例
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
に

基
づ
き
、
有
識
者
会
議
に
よ
る
報

告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
、

国
会
に
お
い
て
も
各
会
派
間
で
の

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
皇
位

継
承
の
在
り
方
は
国
家
の
基
本
に

関
わ
る
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
我
が
国
が
古
来
よ
り
守
り
伝

え
て
き
た
「
男
系
継
承
」
の
重
み

を
尊
重
し
た
上
で
の
、
真
摯
な
議

論
が
求
め
ら
れ
る
。

皇
族
数
の
確
保
の
た
め
の
具
体

的
方
策
と
し
て
は
、
有
識
者
会
議

の
報
告
書
に
お
い
て
、「
内
親
王
・

女
王
が
婚
姻
後
も
皇
族
の
身
分
を

保
持
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の

配
偶
者
と
子
は
皇
族
と
し
な
い
」

こ
と
、
及
び
「
皇
族
に
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
養
子
縁
組
を
可
能
と

し
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子

を
皇
族
と
す
る
」
こ
と
の
２
案
が

示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
既
に

多
く
の
党
・
会
派
に
お
い
て
共
有

可
能
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
皇
族
数
の

減
少
と
い
う
現
実
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
政
争
の

具
と
す
る
こ
と
な
く
、
超
党
派
に

よ
る
真
摯
か
つ
速
や
か
な
論
議
を

促
進
し
、
今
特
別
国
会
に
お
い
て

皇
室
典
範
改
正
を
実
現
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

令
和
８
年
６
月
19
日

（
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
、
内

閣
官
房
長
官
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
）

議
員
提
出
議
案
第
２
号

中
東
情
勢
緊
迫
化
に
伴
う
ナ
フ
サ
由
来
製

品
の
安
定
供
給
及
び
価
格
高
騰
対
策
を
求

め
る
意
見
書

現
在
、
中
東
情
勢
の
悪
化
及
び
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
の
航
行
制
限
等
の
影
響
に
よ
り
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
や
化
学
製
品
等
の
基
盤
原
料
と
な
る

「
ナ
フ
サ
」
の
供
給
不
安
及
び
価
格
高
騰
が
深

刻
化
し
て
い
る
。

政
府
は
、
代
替
調
達
の
確
保
を
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
い
る
も
の
の
、
川
下
の
実
需
現
場
に
お
い

て
は
、
食
品
包
装
容
器
、
日
用
品
、
住
宅
建

築
資
材
（
断
熱
材
・
塗
料
）、
医
療
資
器
材
等

の
深
刻
な
調
達
難
や
価
格
高
騰
に
直
面
し
て

お
り
、
中
小
企
業
等
の
経
営
や
市
民
生
活
（
自

治
体
指
定
ご
み
袋
の
不
足
等
）
に
多
大
な
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

国
民
生
活
及
び
地
域
経
済
の
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
万
全
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

１　

�

中
東
以
外
か
ら
の
代
替
調
達
ル
ー
ト
の

早
期
確
立
と
、
国
内
備
蓄
・
供
給
量
の

「
見
え
る
化
」
の
推
進

２　

�

川
下
の
中
小
企
業
等
が
直
面
す
る
原
材

料
コ
ス
ト
上
昇
分
へ
の
補
助
・
支
援
制

度
の
創
設

３　

�

流
通
段
階
で
の
過
剰
発
注
や
買
い
だ

め
（
目
詰
ま
り
）
を
抑
制
す
る
た
め
の
、

正
確
な
需
給
情
報
の
開
示
と
指
導

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
８
年
６
月
19
日

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
）

議
員
提
出
議
案
第
３
号

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の

速
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意
見
書

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
１
９
７
９
年
に

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、「
女
性
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
」
を
目
指
す
も
の

で
、
日
本
は
１
９
８
５
年
に
批
准
し
た
。
同
条

約
は
、
法
制
度
上
の
差
別
だ
け
で
な
く
、
社
会

慣
習
・
慣
行
に
お
け
る
性
差
別
の
解
消
を
締

約
国
に
求
め
て
お
り
、
現
在
１
８
９
か
国
が
批

准
し
て
い
る
。

１
９
９
９
年
に
は
、
条
約
の
実
効
性
を
強
化

し
、
一
人
一
人
の
女
性
が
抱
え
る
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
個
人
通
報
制
度
と
調
査
制
度
を

内
容
と
す
る
選
択
議
定
書
が
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
。
２
０
２
６
年
５
月
現
在
、
１
１
５

か
国
が
批
准
し
て
い
る
が
、
日
本
は
依
然
と
し

て
批
准
し
て
い
な
い
。

日
本
の「
グ
ロ
ー
バ
ル・ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャ
ッ

プ
指
数
２
０
２
５
」
は
１
４
８
か
国
中
１
１
８

位
で
あ
り
、
先
進
７
か
国
（
Ｇ
７
）
の
中
で
最

下
位
に
位
置
し
て
い
る
。
国
連
女
性
差
別
撤
廃

委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
は
２
０
２
４
年
10
月

の
審
査
に
お
い
て
、
日
本
政
府
が
長
年
に
わ
た

り
省
庁
間
研
究
会
を
重
ね
な
が
ら
も
批
准
の

検
討
に
過
度
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
へ

の
懸
念
を
表
明
し
た
。

選
択
議
定
書
を
批
准
す
る
こ
と
は
、
女
性

の
権
利
を
国
際
基
準
に
引
き
上
げ
、
実
効
性

あ
る
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
重
要
な
一
歩

と
な
る
。

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国
に
対
し
、
女

性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
を
速
や
か
に

批
准
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
８
年
６
月
19
日

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
男
女
共
同
参
画
）、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

▲７月に行った要請行動（北関東防衛局にて）

次回定例会【令和8年第3回】のお知らせ（予定）
日 月 火 水 木 金 土

8/30 31 9/1 2 3 4 5

本会議
午前10時開会

6 7 8 9 10 11 12
決算審査

特別委員会
午前10時開会

13 14 15 16 17 18 19

常任委員会
午前10時開会

20 21 22 23 24 25 26
敬老

の日
国民の祝日 秋分の日 議会運営

委員会
午前10時開会

27 28 29 30 10/1 2 3

本会議
午前10時開会

会期：令和8年9月1日～ 9月30日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
※日程は変更になることがあります。
議場には、補聴器をお使いの方、高齢等で聴き取りにくい方のために音
声を送るヒアリングループを導入しています。

一般質問 一般質問 一般質問 一般質問


